
48

す
。
ま
た
、
油
脂
系
食
品
な
ど
に
対
す

る
酸
化
防
止
効
果
の
あ
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

6

独
特
の
香
り
で
種
子
も
利
用

で
き
る
!　

コ
リ
ア
ン
ダ
ー

　

コ
リ
ア
ン
ダ
ー
は
セ
リ
科
に
属
す
る

1
年
生
植
物
で
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
あ
る

い
は
コ
エ
ン
ド
ロ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

地
中
海
原
産
で
、
属
名
の
コ
エ
ン
ド
ロ

は
カ
メ
ム
シ
を
意
味
し
、
葉
や
種
子
に

強
い
風
味
が
あ
る
た
め
そ
う
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
主
に
種
子
を
古

く
か
ら
薬
用
や
食
用
と
し
て
利
用
し
、

肉
な
ど
の
保
存
の
た
め
に
も
使
わ
れ
ま

し
た
。
ア
ジ
ア
に
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

通
っ
て
伝
え
ら
れ
、
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ

ア
な
ど
多
く
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
ス
パ
イ
ス
用
ハ
ー

ブ
で
す
。
日
本
に
は
平
安
時
代
に
伝
え

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
独
特
の
香
り
の

た
め
か
普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
近
年
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
の
普
及

に
よ
り
、
そ
の
栽
培
が
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
料
理
、
飲
料
、
肉

類
な
ど
に
、
ス
パ
イ
ス
的
ハ
ー
ブ
と
し

て
用
い
ら
れ
、
精
油
は
ま
た
化
粧
品
な

ど
に
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

草
丈
は
30
〜
50
㎝
で
、
地
上
部
全
体

に
特
有
の
香
り
が
あ
り
、
根
は
地
下
部

に
よ
く
根
系
を
広
げ
ま
す
。
根
出
葉
は

卵
形
で
不
規
則
な
切
れ
込
み
が
あ
っ
て

緑
色
か
赤
み
が
あ
り
、
よ
く
分
枝
し
ま

す
。
花
は
小
さ
く
、
開
花
後
直
径
3
〜

5
㎜
く
ら
い
の
球
形
で
黄
色
か
黒
褐
色

の
種
子
を
つ
け
ま
す
。

　

生
育
に
は
強
い
日
照
が
必
要
で
、
生

育
期
間
を
通
し
て
強
い
日
照
の
あ
る
所

が
栽
培
の
適
地
と
な
り
ま
す
。
生
育
初

期
は
か
な
り
の
低
温
に
も
耐
え
ま
す
が
、

茎
葉
の
発
達
と
開
花
結
実
時
に
は
18
〜

20
℃
の
温
度
が
継
続
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

播
種
時
期
は
春
と
秋
の
2
回
で
、
普

通
4
〜
5
年
連
続
し
て
同
じ
圃ほ

場
で
栽

培
し
ま
す
。
播
種
は
通
常
春
に
直
播
し
、

発
芽
か
ら
種
子
の
収
穫
ま
で
は
約
4
カ

月
か
か
り
ま
す
。
葉
を
収
穫
目
的
と
す

る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
茎
葉
の
生
育

が
促
進
す
る
よ
う
、
温
暖
な
気
候
で
十

分
な
日
照
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
方
、
種
子
が
主
な
収
穫
目
的
と
な
る

場
合
は
、
茎
葉
が
旺
盛
に
な
る
こ
と
は

必
要
で
す
が
、
同
時
に
開
花
結
実
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

コ
リ
ア
ン
ダ
ー
は
地
上
部
全
体
に
精

油
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
カ
メ
ム
シ
の

よ
う
な
香
り
が
し
ま
す
。
こ
の
香
り
は

温
度
が
高
い
ほ
ど
、
強
く
な
る
よ
う
で

す
。
成
熟
種
子
の
精
油
含
量
は
0
･
5

〜
1
･
6
％
で
、
そ
の
主
成
分
は
α

リ
ナ
ロ
ー
ル
、
ゲ
ラ
ニ
オ
ー
ル
な
ど
で
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コ
リ
ア
ン
ダ
ー
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入
っ

た
海
鮮
餃
子
。
香
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強
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た
め
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好
が
あ
る
。
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↑コリアンダーの草姿。葉は小型。スパイス用ハーブの代表として料理などに広く
使用されている。

↑コリアンダーの種子は直径3～
5㎜で、黄色か黒褐色をしてい
て丸い。スパイスとして利用さ
れる。


